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交野市空家等対策計画について

（出典：第２次交野市空家等対策計画の概要）

空き家対策の基本方針 空き家対策の取組 取組内容

(1)
空き家の発生抑制と
流通促進

①市民への意識啓発 ・ホームページ等による情報発信
・セミナー・相談会の開催

②空き家所有者等への意識啓発 ・固定資産税の納税通知の活用

専門家との連携による活用等支援 ・空き家活用支援制度（仮称）
・空き家の活用等支援機会の拡充

③住宅ストックの良質化
・木造住宅耐震補助制度
・住宅取得流通促進支援事業補助制度
・中古住宅の流通促進制度の普及

(2)
「まちづくり」の視点を
持った空き家の活用

④伝統的民家を活用した空き家対策

【古集落】

・古集落ワークショップ
・伝統的民家活用事業（仮称）

ゆとりある敷地を維持した空き家対策
【計画的住宅地】

・マイホーム借上げ制度の普及

(3)
管理不全な空き家の解消

⑤地域と連携した空き家の維持管理
・ホームページ等による情報発信【再掲】
・セミナー・相談会の開催【再掲】
・空き家管理サービスの提供

⑥老朽化した空き家の除却 ・木造住宅除却補助制度

⑦管理不全空家等及び特定空家等に
対する措置 ・空き家所有者等への通知・助言等
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人権と暮らしの相談課と連携し
消費生活センターの出前講座にて講演

開 催 日 令和６年度より３回
内 容 空き家問題と空き家対策について
参加者数 累計３０名程
感 想 「事例紹介が分かりやすかった」

「また講演をお願いしたい」

高齢介護課と連携し終活に関する
市民フォーラムでの講演

開 催 日 令和６年８月２４日㈯
内 容 交野市の空き家対策について
参加者数 ２５２名
感 想 「勉強になった」

「家の名義を確認しようと思った」

①市民への意識啓発⑤地域と連携した空き家の維持管理

セミナー・相談会の開催

(１)空き家の発生抑制と流通促進 (３)管理不全な空き家の解消

3
市民フォーラムの様子

出前講座での講演の様子



令和６年度 いつ始めるの⁉明日から始める最期の話

開 催 日 令和６年１１月２２日㈮
内 容 第１部 高齢介護課「人生会議を形だけで終わらせないための話」

第２部 都市まちづくり課「老後の住まいと相続の話」

講演：りそな銀行、関西みらい銀行
第３部 個別相談会（りそな銀行、関西みらい銀行、宅建協会）

参加者数 ５９名（個別相談会６組）

感 想 「これからよく考えたい」
「相続を具体的にイメージできた」等

①市民への意識啓発⑤地域と連携した空き家の維持管理

セミナー・相談会の開催

(１)空き家の発生抑制と流通促進 (３)管理不全な空き家の解消

4
セミナーの様子 個別相談会の様子



「住まいの困りごと」の相談先として連携協定
締結先を記載している他、相続登記の申請義務
化や交野市の補助制度についても記載している。

納税通知書へのチラシ同封、空き家所有者等への通知・助言等

固定資産税の納税通知書に同封する他、セミナー参加者への配布や、
管理不全な空き家の所有者への文書に同封することで活用している。

資料５ 空き家啓発チラシ 5

(１)空き家の発生抑制と流通促進 (３)管理不全な空き家の解消

①市民への意識啓発 ⑦管理不全空家等、特定空家等に対する措置



(１) 空き家の発生抑制と流通促進

住宅取得流通促進支援事業補助金

耐震関係の補助金

要件：昭和５６年以前の旧耐震基準の木造住宅を所有していること

金額：耐震診断 最大５万円、耐震シェルター設置工事 最大４０万円

耐震改修 最大１００万円

※ 令和６年度実績は令和6年12月10日時点申請件数

正月の能登半島地震の影響か、例年に比べ問い合わせが多い。

③住宅ストックの良質化

要件：令和５年１月１日以降に平成２５年以前に建築された中古住宅

を取得し、令和６年中に住民票を異動していること

金額：５万円から上限なし・住宅の築年数に応じて算定

（昭和56年5月以前建築の場合８０万円～） 中古住宅に限定

令和6年９月より予算残高不足のため受付を
一時中断し仮受付を開始。補正予算にて対応予定。

令和４年度 令和５年度 令和６年度

１７６件 ２７４件 ３１件

実
績

新築も対象

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

診断７件 ８件 ２件 １２件

３件 ５件 ３件 ２件

実
績 改修

ｼｪﾙﾀｰ 6補助金は併用可能



１）耐震関係と住宅取得の補助事業をA４チラシにまとめて記載

２）法人を対象とした補助金説明会の開催
（令和5年度までは、別々に周知活動を行っていた）

(１) 空き家の発生抑制と流通促進

補助金チラシ(表面) 補助金チラシ(裏面)

説明会の様子

補助金説明会

開催日 令和６年４月２６日㈮

参加者 ３０名

市内金融機関の他、不動産協会及び
大阪府宅地建物取引業協会京阪河内
支部の協会員

令和6年度における補助事業の周知方法の工夫
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(２)「まちづくり」の視点を持った空き家の活用

開 催 日 ①令和６年９月２８日㈯ ②令和６年１０月１９日㈯

目 的 伝統的民家を活用した空き家対策の推進が必要としている私部

古集落において、施策の対象とすべき民家に旗立てを行う

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ 関西大学 環境都市工学部 建築学科 教授 岡 絵理子

内 容 まちあるきを行い、私部の残したいと思った風景を撮影し、

着目ポイントについて発表する

参 加 者 ①関西大学 学生８名 ②文化財やまちづくりに関する有識者１０名

④伝統的民家を活用した空き家対策

古集落ワークショップ
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写真を投影して発表撮影ポイントを地図にマッピング



(２)「まちづくり」の視点を持った空き家の活用

古集落ワークショップ

9新しいものを景観に馴染ませる地域住民の街に対する気遣い

古き良きものを残そうとする地域住民の意識の高さ

令和６年 ９月２８日（土）学 生

令和６年１０月１９日（土）有識者

撮影したポイント



木造住宅除却補助制度

要件：昭和５６年以前の旧耐震基準の木造住宅を所有していること

金額：最大４０万円

⑥老朽化した空き家の除却

(３) 管理不全な空き家の解消

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

１１件 １３件 １３件 ２０件

実
績

※ 令和６年度実績は令和6年12月10日時点申請件数
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⇦ 過去に市から適正管理の文書を送付した空き家

売買され、新たな所有者が補助金を活用して解体

空き家解決事例

（非公開）



(３) 管理不全な空き家の解消

都市まちづくり課では、近隣住民等からの相談等により把握した適
切な管理が必要な空家等に対して、空家法に基づき、所有者等の所
在を調査し、文書(12条通知)を送付することで適切な管理を呼びか
けている。
また、所有者等から相談を受けた際は、その内容によって連携協定
先を紹介したり、全日本不動産協会やNPO法人空家・空地管理セン
ターに市からﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟを依頼することで、空家等の適切な管理を促
進している。

空き家所有者等への通知・助言等

⑦管理不全空家等及び特定空家等に対する措置

相談等 12条通知 改善

令和３年度 １６件 １６件 ９件

令和４年度 １０件 １０件 ２件

令和５年度 １０件 １０件 ８件

令和６年度 １６件 １２件 ７件

平成27年度からの累計 １７２件 １６２件 １１６件
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(３) 管理不全な空き家の解消

解決事例

ボックスガレージの壁が剥落。
所有者の息子から相談を受け、
NPO法人空家・空地管理セン
ターを紹介し対応された。
その後、木造住宅除却補助金
を活用し解体され、更地と
なった。

解決事例

所有者の自宅裏に建てられた
倉庫の屋根材が剥落。重機が
入れない立地のため、工事費
用が高額になることから所有
者が困っていた。
NPO法人空家・空地管理セン
ターを紹介し、２階部分のみ
を解体することで対応された。
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解 決 事 例

（非公開）


